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Detection of a terrorist attack plan using the Concealed Information Test 

Makoto NAKAYAMA 

Abstract 

The Concealed Information Test (CIT) is a psychophysiological method designed to detect memories of a 

crime scene. However, CIT’s precise, practical underpinnings remain a matter of debate. When used 

during a Japanese field examination, the critical items for the date of crime had a lower detection rate 

than the suspect’s action or the place of crime. This is concerning because it is important to detect both 

the date and place of upcoming terrorist attacks. In the current study, 29 participants were instructed to 

plan a terrorist attack during a mock crime situation and were then given two separate blocks of CIT, 

examining the knowledge of the location and date of the attack. Results indicated that critical items for 

both topics led to a similar psychophysiological change in skin conductance, heart rate, and respiration 

line length compared to the noncritical items. These findings suggest that CIT memory detection is 

equivalent to detection for future intentions. 
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Ⅳ 考 察 

 本研究では，２つのテロ計画について，実行日と実行場所を実験参加者に選択させた上、模擬犯

罪後に CITを実施する直後条件と、1週間後に検査する遅延条件で生理反応を比較した。その結果、

検査の実施時期にかかわらず，犯行日および犯行場所の両質問表を通じて、非裁決に比べ，裁決項

目に有意に大きな振幅の SCR，呼吸曲線長の減少並びに HR の減速が認められた。したがって，実行

行為のない計画段階のテロ行為に関しては、既遂事件と異なり、日付の質問が場所の質問表と同等

に有効であることが明らかにされたといえよう。 

 CIT で質問内容の違いが生理反応に及ぼす作用については、認知心理学の観点から、説明されてい

る。Meijer, klein Selle, Elber, & Ben-Shakhar（2014）15）によれば、犯行の目的や手段に関わる

質問は事件内容の中心事項と呼ばれ、一方，容疑者にとってさほどの意味を持たない犯罪事実は周

辺事項に分類される。即ち、現金を奪うことが目的の強盗事件で、凶器として予め入手し、犯行中、

被害者を脅かす目的で使用したナイフは、事件内容の中心事項となる。しかしながら，例えば、強

盗に入った室内の壁に飾られていた絵画は，犯行の直接的な目的物でない限り、周辺事項とされる。

有罪群の場合、中心事項に関わる裁決項目は一定の時間が経過しても確実に保持され、検査時に想

起されるので、顕著な生理的変化を喚起する有意刺激となる。一方、周辺事項となると、そもそも

被疑者が犯行時に認識していたか否かが不明確で、記銘されていない可能性もある。そこで、周辺

事項に分類される裁決項目には真犯人であっても生理的変化が生じないことが予測されるので、有

効な裁決項目とは認められない可能性が大きい。Mijer et al.(2014)15）は、犯行後一定の時間を経

た後に実施する CIT では中心事項の質問に限定すべきであり、中心事項の項目が数多く得られない

条件では周辺項目を用いるよりも、中心事項の呈示回数を増やすことを提案している。 

既遂事件の犯行日時の質問についても同様のことが考えられる。無職で常習的に窃盗を繰り返す

容疑者を例にとると、日時の記憶は周辺事項である可能性が大きい。すなわち、彼らは稼働してお

らず、規則的ではない日常生活をおくっていることが多いため、日付や曜日の感覚は薄く，当該事

件をいつ起こしたのか、記銘されていなくても不思議ではない。したがって、何らかの特別な理由

から特定の日を選んでの犯罪でない限り、彼らにとって犯行日時は曖昧な周辺事項であり、CIT の検

査時に日時の裁決項目に生理反応が誘発されないことが予測される。しかも、日付や時間に関する

質問表は数字で構成されることが多いので、項目間の類似性が高くなるため、被検者が裁決項目を

正しく弁別できないことも考えられる。本研究においても実験参加者のうち 2 名が，2 回目の検査時

に指示された犯行日の記憶がないと答えていた。このようなことが理由となって、横井他（2001）8）が

報告しているように、我が国の実務の検査者は、犯行日時の質問を除外する傾向にあるのではないか

と考えられる。 

一方，テロリストの場合、とりわけ、組織のメンバーと入念な打ち合わせを経て実行する同時多

発的破壊行為となると，犯行予定の日時はきわめて重要な展望記憶であり，中心事項に分類される。

さらに、捜査当局に計画段階でテロ行為が察知されてしまうと、目的を遂げないばかりか、仲間の

逮捕にもつながることも予想されるので、CIT の検査時には日付の質問に対する検出回避の動機づ

けが極めて高くなることが予測される。したがって、計画段階でのテロリストに質問する際には，

犯行の実施日の質問は事件との関連性を裏付ける項目として最も重視されるべきであると言えよう。 

ところで、SCRに関して本研究では項目と時間経過の交互作用が有意で、1週間後よりも直後の方

が、裁決・非裁決項目間での反応振幅の差が有意に大きくなることが明らかにされた。しかしなが
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Ⅳ 考 察 

 本研究では，２つのテロ計画について，実行日と実行場所を実験参加者に選択させた上、模擬犯

罪後に CITを実施する直後条件と、1週間後に検査する遅延条件で生理反応を比較した。その結果、

検査の実施時期にかかわらず，犯行日および犯行場所の両質問表を通じて、非裁決に比べ，裁決項

目に有意に大きな振幅の SCR，呼吸曲線長の減少並びに HR の減速が認められた。したがって，実行

行為のない計画段階のテロ行為に関しては、既遂事件と異なり、日付の質問が場所の質問表と同等

に有効であることが明らかにされたといえよう。 

 CIT で質問内容の違いが生理反応に及ぼす作用については、認知心理学の観点から、説明されてい

る。Meijer, klein Selle, Elber, & Ben-Shakhar（2014）15）によれば、犯行の目的や手段に関わる

質問は事件内容の中心事項と呼ばれ、一方，容疑者にとってさほどの意味を持たない犯罪事実は周

辺事項に分類される。即ち、現金を奪うことが目的の強盗事件で、凶器として予め入手し、犯行中、

被害者を脅かす目的で使用したナイフは、事件内容の中心事項となる。しかしながら，例えば、強

盗に入った室内の壁に飾られていた絵画は，犯行の直接的な目的物でない限り、周辺事項とされる。

有罪群の場合、中心事項に関わる裁決項目は一定の時間が経過しても確実に保持され、検査時に想

起されるので、顕著な生理的変化を喚起する有意刺激となる。一方、周辺事項となると、そもそも

被疑者が犯行時に認識していたか否かが不明確で、記銘されていない可能性もある。そこで、周辺

事項に分類される裁決項目には真犯人であっても生理的変化が生じないことが予測されるので、有

効な裁決項目とは認められない可能性が大きい。Mijer et al.(2014)15）は、犯行後一定の時間を経

た後に実施する CIT では中心事項の質問に限定すべきであり、中心事項の項目が数多く得られない

条件では周辺項目を用いるよりも、中心事項の呈示回数を増やすことを提案している。 

既遂事件の犯行日時の質問についても同様のことが考えられる。無職で常習的に窃盗を繰り返す

容疑者を例にとると、日時の記憶は周辺事項である可能性が大きい。すなわち、彼らは稼働してお

らず、規則的ではない日常生活をおくっていることが多いため、日付や曜日の感覚は薄く，当該事

件をいつ起こしたのか、記銘されていなくても不思議ではない。したがって、何らかの特別な理由

から特定の日を選んでの犯罪でない限り、彼らにとって犯行日時は曖昧な周辺事項であり、CIT の検

査時に日時の裁決項目に生理反応が誘発されないことが予測される。しかも、日付や時間に関する

質問表は数字で構成されることが多いので、項目間の類似性が高くなるため、被検者が裁決項目を

正しく弁別できないことも考えられる。本研究においても実験参加者のうち 2 名が，2 回目の検査時

に指示された犯行日の記憶がないと答えていた。このようなことが理由となって、横井他（2001）8）が

報告しているように、我が国の実務の検査者は、犯行日時の質問を除外する傾向にあるのではないか

と考えられる。 

一方，テロリストの場合、とりわけ、組織のメンバーと入念な打ち合わせを経て実行する同時多

発的破壊行為となると，犯行予定の日時はきわめて重要な展望記憶であり，中心事項に分類される。

さらに、捜査当局に計画段階でテロ行為が察知されてしまうと、目的を遂げないばかりか、仲間の

逮捕にもつながることも予想されるので、CIT の検査時には日付の質問に対する検出回避の動機づ

けが極めて高くなることが予測される。したがって、計画段階でのテロリストに質問する際には，

犯行の実施日の質問は事件との関連性を裏付ける項目として最も重視されるべきであると言えよう。 

ところで、SCRに関して本研究では項目と時間経過の交互作用が有意で、1週間後よりも直後の方

が、裁決・非裁決項目間での反応振幅の差が有意に大きくなることが明らかにされた。しかしなが
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